
○
逓
信
委
員
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
決
算
（
一
件
）

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備
　
　
　
　
　
考

日
本
放
送
協
会
昭
和
五
十
五
年
度
財
産
目
録
、
貸
借

対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
こ
れ
に
関
す
る
説

明
書

　
　
　
　
五
七
、
三
、
一
七

（
第
九
十
六
回
国
会
）

五
七
、
一
一
、
二
六

五
七
、
一
一
、
二
六

○
予
算
委
員
会

予
　
　
算
（
二
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出

月
　
日

本
院
受
領

月
　
　
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

１

昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

五
七
、
一
一
、
三
〇

五
七
、
一
二
、
一
七

五
七
、
一
二
、
八

　
　
　
（
予
）

五
七
、
一
二
、
二
四

可
　
　
決

五
七
、
一
二
、
二
五

可
　
　
決

五
七
、
一
一
、
三
〇

五
七
、
一
二
、
一
七

可
　
　
　
決

五
七
、
一
二
、
一
七

可
　
　
決

２

昭
和
五
十
七
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
１

号
）

一
一
、
三
〇　

一
二
、
一
七

一
二
、
八

（
予
）

　
　
一
二
、
二
四

可
　
　
決

　
　
一
一
、
二
五

可
　
　
決

二
、
三
〇

　
　
一
二
、
一
七

可
　
　
決

　
　
一
二
、
一
七

可
　
　
決



昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

昭
和
五
十
七
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
衆
議
院
送
付
）

五
七
、
一
一
、
三
〇
　
内
閣
提
出

一
二
、
一
七
　
衆
可
決

一
二
、
二
五
　
参
可
決

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
、
同
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
１
号
）
の
二
案

に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
を
御

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
、
災
害
復
旧
事
業
費

五
千
二
百
二
十
二
億
円
、
義
務
的
経
費
二
千
三
百
五
十
八
億
円
、
大

蔵
省
証
券
割
引
料
の
増
加
等
に
伴
う
国
債
費
二
千
七
百
五
十
五
億
円

な
ど
、
当
初
予
算
作
成
後
に
生
じ
た
事
由
に
基
づ
き
特
に
緊
要
と
な

っ
た
事
項
に
つ
い
て
経
費
の
追
加
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
追
加

の
総
額
は
一
兆
二
千
二
百
九
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
他
方
、
歳
出
の
修
正
減
少
と
し
て
、
地
方
交
付
税
交
付
金
一
兆
六
千

九
百
五
十
七
億
円
、
定
率
繰
入
れ
等
の
停
止
に
よ
り
国
債
費
一
兆
一
千

九
百
八
十
五
億
円
、
既
定
経
費
の
節
減
三
千
二
百
五
十
四
億
円
等
に

よ
り
、
総
額
三
兆
三
千
三
百
九
十
五
億
円
の
減
額
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
世
界
経
済
停
滞
の
影
響
等
に
よ
る
経
済

情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
租
税
印
紙
収
入
六
兆
一
千
四
百
六
十
億
円
の

減
収
が
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
補
て
ん
策
と

し
て
、
雑
収
入
千
二
百
二
十
三
億
円
の
増
額
を
計
上
す
る
ほ
か
、
建

設
公
債
五
千
二
百
億
円
、
特
例
公
債
三
兆
三
千
八
百
五
十
億
円
の
追

加
発
行
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
補
正
の
結
果
、
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

歳
入
歳
出
と
も
当
初
予
算
に
対
し
二
兆
一
千
百
八
十
七
億
円
減
額
さ

れ
、
四
十
七
兆
五
千
六
百
二
十
一
億
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
予
算
の
補
正
に

関
連
し
て
、
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
等
十
六
特
別
会

計
の
補
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
総
合
経
済
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
会
計
及
び
六
特

別
会
計
に
お
い
て
一
般
公
共
事
業
に
係
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
二
千

七
百
七
十
四
億
円
を
追
加
計
上
す
る
と
と
も
に
、
財
政
投
融
資
計
画

に
お
い
て
弾
力
条
項
を
発
動
し
て
、
住
宅
金
融
公
庫
の
貸
付
枠
の
資

金
等
三
千
三
百
二
十
億
円
の
追
加
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。



　　

補
正
予
算
二
案
は
、
十
一
月
三
十
日
国
会
に
提
出
さ
れ
、
十
二
月

十
三
日
竹
下
大
蔵
大
臣
よ
り
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
衆
議
院
か
ら
の

送
付
を
待
っ
て
、
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
四
日
間
に
わ
た

り
、
中
曽
根
総
理
大
臣
及
び
関
係
各
大
臣
に
対
し
国
政
全
般
に
わ
た

り
広
範
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
以
下
質
疑
の
主
な
る
も
の
若

干
に
つ
き
、
そ
の
要
旨
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

ま
ず
、
中
曽
根
内
閣
の
最
大
の
政
治
課
題
で
あ
る
行
政
改
革
と
財

政
再
建
に
つ
い
て
、
「
政
府
の
行
財
政
改
革
の
方
向
が
不
明
確
で
、
結

局
、
声
の
小
さ
い
と
こ
ろ
、
力
の
弱
い
と
こ
ろ
に
犠
牲
を
押
し
つ
け
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
五
十
六
、
五
十
七
年
度
の
二
年
連
続

の
大
幅
税
収
不
足
で
、
五
十
九
年
度
特
例
国
債
脱
却
の
政
府
の
財
政

再
建
は
破
綻
し
た
が
、
再
建
の
目
標
を
ど
こ
に
置
い
て
進
め
る
の
か
。

さ
ら
に
、
増
収
策
は
増
税
で
な
い
な
ど
と
い
う
財
政
当
局
の
主
張
も

あ
っ
て
、
増
税
な
き
財
政
再
建
の
中
身
が
あ
い
ま
い
で
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

こ
れ
に
対
し
、
中
曽
根
総
理
大
臣
並
び
に
竹
下
大
蔵
大
臣
よ
り
、

　
「
行
政
改
革
は
簡
素
で
効
率
的
で
、
い
か
に
し
て
将
来
に
た
え
る
政

府
を
つ
く
る
か
を
目
標
と
し
て
、
高
度
成
長
時
代
に
水
ぶ
く
れ
し
た

行
財
政
の
整
理
を
中
心
に
、
明
治
以
来
の
中
央
集
権
の
縦
割
り
と
縄

張
り
争
い
、
そ
し
て
過
剰
な
許
認
可
の
行
政
運
営
を
改
め
、
地
方
の

自
主
性
と
民
間
の
活
力
復
活
を
願
っ
て
お
り
、
弱
い
と
こ
ろ
に
し
わ

寄
せ
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
五
十
九
年
度
に
特
例
公
債
依
存

の
体
質
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
が
、
現
状
で
は

こ
の
目
標
達
成
は
き
わ
め
て
困
難
に
な
っ
た
。
五
十
八
年
度
予
算
を

ス
タ
ー
ト
台
に
、
長
期
経
済
計
画
の
改
訂
作
業
等
の
推
移
を
見
き
わ

め
な
が
ら
、
来
年
度
予
算
審
議
の
際
に
は
何
ら
か
の
形
の
財
政
再
建

の
目
安
と
な
る
も
の
を
策
定
し
、
国
会
に
提
示
し
た
い
。
増
税
な
き

財
政
再
建
は
、
当
面
、
何
よ
り
も
ま
ず
歳
出
の
徹
底
的
削
減
に
よ
っ

て
こ
れ
を
行
い
、
全
体
と
し
て
租
税
負
担
率
の
上
昇
を
も
た
ら
す
よ

う
な
税
制
上
の
措
置
は
基
本
的
に
は
と
ら
な
い
と
の
主
旨
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
の
変
化
に
伴
う
直
間
比
率
の
見
直
し
は
も
ち
ろ
ん
、

一
切
の
消
費
に
税
を
課
す
る
こ
と
ま
で
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」

旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

次
に
、
経
済
、
景
気
動
向
に
つ
い
て
、
「
五
十
七
年
度
政
府
経
済

見
通
し
の
実
質
成
長
率
五
・
二
％
が
三
・
四
％
に
下
方
修
正
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
機
敏
で
適
切
な
経
済
運
営
を
行
う
と
の
当
初
予
算
審
議

当
時
の
政
府
公
約
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。
改
訂

見
通
し
三
・
四
％
の
実
現
も
困
難
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
高
過
ぎ
る

成
長
率
を
掲
げ
た
責
任
を
ど
う
反
省
し
て
い
る
か
」
等
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。



　　

こ
れ
に
対
し
、
塩
崎
経
済
企
画
庁
長
官
よ
り
、
「
経
済
成
長
率
の

下
方
修
正
は
世
界
経
済
の
急
激
な
停
滞
と
米
国
の
高
金
利
の
影
響
に

よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
大
幅
な
修
正
は
遺
憾
で
あ
る
。
た
だ
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
見
通
し
も
今
年
初
め
の
一
・
二
五
％
成
長
が
七
月
に

〇
・
五
％
、
さ
ら
に
最
近
で
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
下
方
修
正
さ
れ
よ

う
と
し
て
お
り
、
ど
こ
の
国
も
激
動
す
る
情
勢
を
的
確
に
見
通
せ
な

か
っ
た
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
公
共
事
業
の
前

倒
し
執
行
等
を
行
い
、
さ
ら
に
十
月
八
日
に
決
定
し
た
総
合
経
済
対

策
に
基
づ
く
二
兆
七
百
億
円
に
の
ぼ
る
景
気
対
策
、
又
米
国
の
金
利

低
下
に
伴
い
わ
が
国
の
金
利
も
下
が
っ
て
き
た
等
の
情
勢
を
勘
案
し

て
、
楽
観
は
し
て
い
な
い
が
、
三
・
四
％
の
成
長
達
成
は
可
能
と
考

え
て
い
る
。
政
府
経
済
見
通
し
は
民
間
の
見
通
し
と
異
な
り
、
政
策

的
要
素
、
円
レ
ー
ト
等
を
考
慮
し
、
政
策
目
標
と
し
て
望
ま
し
い
姿

を
考
え
、
実
現
可
能
な
も
の
と
い
っ
た
考
え
で
作
成
し
て
い
る
が
、

過
大
も
過
小
も
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
実
現
可
能
で
わ
が
国
の

成
長
力
を
引
き
出
す
と
い
っ
た
性
格
の
見
通
し
に
し
て
い
き
た
い
」

旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

最
後
に
、
本
補
正
予
算
に
直
接
関
連
す
る
質
疑
と
し
て
、
「
国
債

整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
定
率
繰
り
入
れ
停
止
は
当
面
糊
塗
策
で
、

国
債
管
理
政
策
上
は
も
ち
ろ
ん
、
国
債
償
還
の
担
保
が
な
く
な
る
こ

と
の
不
安
等
悪
影
響
が
予
想
さ
れ
、
好
ま
し
く
な
い
。
減
債
基
金
制

度
に
関
す
る
政
府
の
考
え
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
当
初
予
算
に
計
上

し
た
給
与
改
善
費
を
削
っ
た
上
、
人
事
院
勧
告
の
凍
結
、
不
実
施
は

違
法
で
許
さ
れ
な
い
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
中
曽
根
総
理
大
臣
並
び
に
関
係
各
大
臣
よ
り
、
「
五

十
七
年
度
は
大
幅
税
収
不
足
と
い
う
異
常
な
財
政
状
況
の
も
と
で
、

定
率
繰
り
入
れ
停
止
は
緊
急
、
や
む
を
得
な
い
措
置
と
し
て
行
っ
た
。

減
債
基
金
制
度
は
、
健
全
な
公
債
政
策
の
運
用
、
公
債
の
信
用
維

持
、
公
債
の
市
場
価
格
安
定
等
大
変
重
要
な
機
能
と
役
割
り
を
担
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
制
度
を
変
え
る
考
え
は
な
い
。
人
事
院
勧
告
の

尊
重
と
実
施
の
必
要
性
は
痛
感
し
て
い
る
が
、
窮
迫
し
た
五
十
七
年

度
の
財
政
事
情
及
び
諸
般
の
情
勢
を
考
慮
し
、
見
送
り
を
閣
議
決
定

し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
う
補
正
措
置
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
補
正
予

算
の
衆
議
院
通
過
に
当
た
り
各
党
間
で
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
そ

れ
に
従
い
与
野
党
の
実
務
者
会
議
も
開
か
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て

は
そ
の
推
移
を
見
守
り
た
い
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
「
人
事
院
勧
告
の
実
施
の
た
め
、
委
員
長
に
お
い
て
前
向

き
に
対
処
さ
れ
た
い
」
旨
の
要
望
が
あ
り
、
委
員
長
は
、
「
御
要
望

に
つ
い
て
は
今
後
理
事
会
に
諮
り
、
そ
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
」
旨
の
答
弁
を
い
た
し
ま
し
た
。



　
な
お
、
質
疑
は
こ
の
ほ
か
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
日
を
も
っ
て
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

日
本
社
会
党
を
代
表
し
て
山
田
委
員
が
反
対
、
自
由
民
主
党
・
自
由

国
民
会
議
を
代
表
し
て
藤
井
委
員
が
賛
成
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を

代
表
し
て
田
代
委
員
が
反
対
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
沓
脱
委
員

が
反
対
、
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
伊
藤
委
員
が
反
対
の
旨
、

そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
、
同
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
１
号
）
の
二

案
は
い
ず
れ
も
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　　

以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
決
算
委
員
会

決
算
そ
の
他
（
六
件
）

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

昭
和
五
十
四
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和

五
十
四
年
度
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和
五
十

四
年
度
国
税
収
納
金
整
理
資
金
受
払
計
算
書
、
昭
和

五
十
四
年
度
政
府
関
係
機
関
決
算
書

　
　
　
　
五
五
、
一
二
、
二
六

（
第
九
十
四
回
国
会
）

　

五
七
、
四
、
二
三

継
　
続
　
審
　
査

　

五
七
、
一
一
、
二
六

継
　
続
　
審
　
査

昭
和
五
十
四
年
度
国
有
財
産
増
減
及
び
現
在
額
総
計

算
書

　
　
　
　
五
六
、
一
、
三
〇

（
第
九
十
四
回
国
会
）

五
六
、
一
二
、
二
一

継
　
続
　
審
　
査　
　
　
　

一
一
、
二
六

継
　
続
　
審
　
査

昭
和
五
十
四
年
度
国
有
財
産
無
償
貸
付
状
況
総
計
算

書

　
　
　
　
　
　
　　

一
、
三
〇

（
第
九
十
四
回
国
会
）

　

一
二
、
二
一　

継　

続
　
審
　
査

一
一
、
二
六

継
　
続
　
審
　
査




